
災害住宅対策研究と
政府統計ミクロデータの試行的提供について
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報告内容

災害住宅対策研究について

政府統計ミクロデータの利用について

2

築年ごとの木造建物全壊率

東京都（2006）

3

昭和５５年以前に建築された
持家木造住宅の耐震工事推進率

母数7,114,000戸（全持家住宅の24.8％）
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耐震化率は，２～５％程度

（平成15年住宅・土地統計調査）

44中央防災会議 伊藤座長説明資料（平成17年6月）より

計85万棟の全壊・全焼

5

我が国の災害後の避難空間推移のプロセス

緊急避難 応急避難 応急居住 恒久居住

緊急避難場所
広域避難地
公民館など

知人宅
借家確保

避難所
体育館など

知人宅寄留
借家確保

自力仮設建設

応急仮設住宅

自力建設購入

借家確保など

公営住宅など

室崎益輝他(1994)「大災害時の応急仮設住宅供給に関する研究」日本建築学会近畿支部研究報告集p761-764
をベースに佐藤が一部加筆修正し作成

（直後） （１ヶ月まで） （2年） （?年）



6（日本経済新聞10月3日社会面）

内閣府中央防災会議 首都直下地震
避難者対策等専門調査会の試算

親戚宅・知人宅・会社施設
への移動は？

賃貸住宅・仮設住宅・
住宅喪失世帯の分布は?

被災世帯の居住選好は？

7

研究のフロー

 
①応急住宅関連データの整備

およびミクロデータの生成

②応急住宅対策のミクロシミュ
レーションモデルの構築

③応急住宅対策シミュレーション
対策の検討，政策的知見の抽出

応急住宅選択モデルの構築6)

地震後に利用可能な
賃貸空家分布の把握方法5)

佐藤・中林・翠川「地震被害想定を用いた応急住宅対策のミクロシミュレーション 」
（2008）審査中

首都直下地震後に利用可能な
賃貸住宅空家分布の把握

佐藤慶一（東京工業大学都市地震工学センター）

翠川三郎（東京工業大学大学院総合理工学研究科）

2007年11月 地域安全学会
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研究の背景

中央防災会議
首都直下地震対策専門調査会(2003-2005)

首都直下地震避難対策等専門調査会(2006-)

東京湾北部地震M7.3
住宅喪失世帯数 約50～150万世帯

仮設住宅建設可能数

用地 約33万戸（1都3県全域の公共用地）

プレ協 約12万戸（6ヶ月で）

供給不足が危惧される。
応急住宅の多様化

空家（賃貸、その他） 親戚・知人宅・会社施設等 自力仮設 仮設住宅輸入 疎開 ．．．

10

研究の目的

住宅・土地統計調査と地震被害想定を組み合
わせることで、地震災害時に利用可能な賃貸空
家住宅の分布の概略をやや簡便に把握する方
法を作成する。

首都直下地震（東京湾北部地震M７．３）を対象
に、地震後に利用可能な賃貸空家、および、住
宅喪失世帯の分布の把握を試みる。

11

首都圏の空家（住宅・土地統計）

88%
3%

7%
11%

居住者がいる
住宅

空家

賃貸住宅の
空家

その他の
空家

2次的住宅

売却用の空家

(165万)

(107万)

(40万)

1都3県＋茨城南部
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残存する賃貸住宅空家分布の把握方法

市区町村・建物構造・築年代ご
との賃貸空家数

[揺れ]

市区町村ごとの空家の
構造・築年代比率（住
宅・土地統計）

市区町村ごとの賃貸空家数
（住宅・土地統計）

算定
フロー

算定す
る変数

利用
データ凡例

13

市区町村ごとの構造・築年代比率

昭和35年以前 昭和36年～55年 昭和56年以降

集計結果表
【全住宅】

0% 25% 50% 75% 100%

木造

非木造

木造

非木造

木造

非木造

木造

非木造

木造

非木造

東
京

神
奈

川
埼

玉
千

葉
茨

城

ミクロデータ
【空家（民営借家）】

0% 25% 50% 75% 100%

非収録結果表
【民営借家】

0% 25% 50% 75% 100%

木造

非木造

ミクロデータ
【賃貸住宅空家】

非収録結果表
【賃貸住宅】

昭和45年以前 昭和46年～55年 昭和56年以降

地域区分 市区町村 都道府県 市区町村

14

算定
フロー

算定す
る変数

利用
データ凡例

残存する賃貸住宅空家分布の把握方法

市区町村・建物構造・築年代ご
との賃貸空家数

市区町村ごとの揺れによる
被害数

[揺れ]

市区町村ごとの空家の
構造・築年代比率（住
宅・土地統計）

震度と建物の構造・築
年代ごとの被害比率
（東京都被害想定より）

市区町村ごとの想定震
度（内閣府被害想定）

市区町村ごとの賃貸空家数
（住宅・土地統計）

15

市区町村ごとの想定震度の付与

 

内閣府（2005）のメッシュごとの想定震度を市区町村へ付与

（市区町村内で最大面積を占める震度を付与）

16

木造建物全壊率

非木造建物全壊率

東京都（2006）

S36以前 S37～S56 S57以降 S45以前 S46～S55 S56以降

5強 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

6弱 0.11 0.02 0.00 0.01 0.01 0.00

6強 0.51 0.33 0.05 0.09 0.07 0.02

5強 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

6弱 0.22 0.20 0.03 0.06 0.04 0.02

6強 0.36 0.45 0.18 0.19 0.16 0.06

全壊

半壊

震度
木造 非木造

17

算定
フロー

算定す
る変数

利用
データ凡例

残存する賃貸住宅空家分布の把握方法（１）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液状化による
想定被害数（内閣府被害想定）

市区町村・建物構造・築年代ご
との賃貸空家数

市区町村ごとの揺れによる
被害数

都県ごとの賃貸空
家数／住宅総数
（住宅・土地統計）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液
状化による賃貸空家の被害数

[火災・がけ崩れ・液状化][揺れ]

市区町村ごとの空家の
構造・築年代比率（住
宅・土地統計）

震度と建物の構造・築
年代ごとの被害比率
（東京都被害想定より）

市区町村ごとの想定震
度（内閣府被害想定）

市区町村ごとの賃貸空家数
（住宅・土地統計）
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都県ごとの火災・がけ崩れ・液状化による
賃貸空家の被害数の算定過程

内閣府（2005）

火災 急傾斜地崩壊 液状化

東京都 180000 4200 7800

神奈川県 36000 6900 9700

埼玉県 34000 100 5200

千葉県 44000 800 8900

火災・急傾斜地崩壊・液状化による空家被害数

火災 急傾斜地崩壊 液状化

東京都 30610 714 1326

神奈川県 3800 728 1024

埼玉県 2625 8 401

千葉県 4724 86 955

都県被害想定＋住宅・土地統計

住宅数／棟数
賃貸空家数／
住宅数

東京都 2.284 0.074

神奈川県 1.584 0.067

埼玉県 1.281 0.060

千葉県 1.490 0.072

＋

19

算定
フロー

算定す
る変数

利用
データ凡例

残存する賃貸住宅空家分布の把握方法（１）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液状化による
想定被害数（内閣府被害想定）

都県内での市区
町村ごとの火災・
がけ崩れ・液状
化の被害比率
（都県被害想定を
利用）

市区町村・建物構造・築年代ご
との賃貸空家数

市区町村ごとの火災・がけ崩れ・液状化
による被害数

市区町村ごとの揺れによる
被害数

都県ごとの賃貸空
家数／住宅総数
（住宅・土地統計）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液
状化による賃貸空家の被害数

[火災・がけ崩れ・液状化][揺れ]

市区町村ごとの空家の
構造・築年代比率（住
宅・土地統計）

震度と建物の構造・築
年代ごとの被害比率
（東京都被害想定より）

市区町村ごとの想定震
度（内閣府被害想定）

市区町村ごとの賃貸空家数
（住宅・土地統計）

20

市区町村ごとの火災・がけ崩れ・液状化による
賃貸空家の被害数の算定例（東京の1部）

・
・
・

液状化 急傾斜地崩壊 焼失棟数

千代田区 0.00172 0.00895 0.00001

中央区 0.01610 0.00000 0.00014

港区 0.00367 0.12607 0.00000

新宿区 0.00112 0.08023 0.01831

文京区 0.00045 0.07450 0.00647

台東区 0.04958 0.00967 0.00685

墨田区 0.08508 0.00000 0.02327

江東区 0.06973 0.00000 0.02673

品川区 0.00524 0.06304 0.03209

目黒区 0.00000 0.03904 0.04467

大田区 0.13376 0.07736 0.10320

世田谷区 0.00090 0.04656 0.08868

渋谷区 0.00007 0.01003 0.02122

中野区 0.00030 0.01540 0.06069

杉並区 0.00022 0.00143 0.07296

豊島区 0.00030 0.00788 0.01488

北区 0.03018 0.13181 0.05864

荒川区 0.06194 0.00609 0.04619

板橋区 0.00989 0.05122 0.01146

練馬区 0.00000 0.00394 0.04772

足立区 0.20132 0.00000 0.03559

葛飾区 0.16492 0.00000 0.11425

江戸川区 0.15720 0.00000 0.10129

八王子市 0.00127 0.03546 0.00000

立川市 0.00000 0.00072 0.00294

武蔵野市 0.00000 0.00000 0.00524

三鷹市 0.00000 0.01039 0.01777

青梅市 0 00000 0 00215 0 00000

都被害想定　市区町村比率
市区町村名

火災・急傾斜地崩壊・液状化による空家被害数

火災 急傾斜地崩壊 液状化

東京都 30610 714 1326

神奈川県 3800 728 1024

埼玉県 2625 8 401

千葉県 4724 86 955

液状化 急傾斜地崩壊 焼失棟数

千代田区 2 6 0

中央区 21 0 4

港区 5 90 0

新宿区 1 57 561

文京区 1 53 198

台東区 66 7 210

墨田区 113 0 712

江東区 92 0 818

品川区 7 45 982

目黒区 0 28 1367

大田区 177 55 3159

世田谷区 1 33 2715

渋谷区 0 7 649

中野区 0 11 1858

杉並区 0 1 2233

豊島区 0 6 455

北区 40 94 1795

荒川区 82 4 1414

板橋区 13 37 351

練馬区 0 3 1461

足立区 267 0 1089

葛飾区 219 0 3497

江戸川区 209 0 3100

八王子市 2 25 0

立川市 0 1 90

武蔵野市 0 0 160

三鷹市 0 7 544

青梅市 0 2 0

中央防災会議想定への当てはめ
市区町村名

都
県
内
で
の
市
区
町
村
ご
と
の

火
災
・
が
け
崩
れ
・
液
状
化
の
被

害
比
率

・
・
・

賃
貸
空
家
の
火
災
・
が
け
崩
れ
・
液
状
化
に
よ
る
被
害
数
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利用した地震被害想定

 実施機関 中央防災会議 東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県

名称
東京湾北部

地震
東京湾北部

地震
神奈川県東

部地震
東京－埼玉
県境下地震

県西部地震

震源 東京湾北部 東京湾北部 横浜市
東京-埼玉

県境下
東京-千葉

県境下

想定マグニ
チュード

M7.3 M7.3 M7 M7.2 M7.2

風速 3m/s 3m/s 3m/s 8m/s 5～15m/s

季節 冬 冬 冬 冬 冬

時間 18時 18時 18時 18時 17～18時

報告年度 平成17年 平成18年 平成11年 平成9年 平成8年

22

東京都以外の液状化被害数の割当てについて

内閣府（2005） 液状化被害市区町村の目視判読

23

算定
フロー

算定す
る変数

利用
データ凡例

残存する賃貸住宅空家分布の把握方法（１）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液状化による
想定被害数（内閣府被害想定）

都県内での市区
町村ごとの火災・
がけ崩れ・液状
化の被害比率
（都県被害想定を
利用）

市区町村・建物構造・築年代ご
との賃貸空家数

市区町村ごとの火災・がけ崩れ・液状化
による被害数

市区町村ごとの揺れによる
被害数

都県ごとの賃貸空
家数／住宅総数
（住宅・土地統計）

都県ごとの火災・がけ崩れ・液
状化による賃貸空家の被害数

[火災・がけ崩れ・液状化][揺れ]

市区町村ごとの空家の
構造・築年代比率（住
宅・土地統計）

震度と建物の構造・築
年代ごとの被害比率
（東京都被害想定より）

市区町村ごとの想定震
度（内閣府被害想定）

市区町村ごとの賃貸空家数
（住宅・土地統計）

市区町村ごとの賃貸空家数－市区町村ごとの賃貸空家被害数

＝市区町村ごとの残存賃貸空家数
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首都圏賃貸住宅空家の被害算定結果

 

東京都 15415 1324 714 30608 48061 411229 90%

神奈川県 2142 647 729 3801 7318 240722 97%

埼玉県 574 313 5 2621 3513 162657 98%

千葉県 1871 641 69 4720 7301 165959 96%

茨城県(一部) 0 124 0 0 124 26196 100%

合計 20002 3049 1517 41750 66318 1006762 94%

火災
被害数

被害数
総計

空家
残存数

空家
残存率

都道府県
揺れによ
る被害数

液状化に
よる被害

数

急傾斜地
崩壊によ
る被害数
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利用可能な賃貸住宅空家の分布

利用可能な賃貸住宅空家数

0 - 100

101 - 1000

1001 - 10000

10001 - 20000

20001 - 26069

26

住宅喪失世帯分布の把握方法

市区町村ごとの世帯数
（国勢調査）

市区町村ごとの建物棟数
（都県被害想定）

市区町村ごとの世
帯数／建物棟数

都県ごとの全壊全焼棟数
（内閣府被害想定）

都県内での市区町村ごとの全壊・全焼比率
（都県被害想定を利用）

市区町村ごとの全壊・
全焼棟数

市区町村ごとの
住宅喪失世帯数 算定

フロー
算定す
る変数

利用
データ凡例

27

住宅喪失世帯数の算定結果の集計値

都道府県 東京都
神奈川

県
埼玉県 千葉県

茨城県
(一部)

合計

住宅喪失世帯数 700,217 112,602 80,144 140,941 2,471 1,036,375

住宅喪失世帯発生比率 13% 3% 3% 7% 1% 8%

28

住宅喪失世帯の分布

住宅喪失世帯数

0 - 100

101 - 1000

1001 - 10000

10001 - 20000

20001 - 77344

29

賃貸空家物件残存数と住宅喪失世帯の差

-64727 - -10000

-9999 - -1000

-999 - -100

-99 - 0

1 - 100

101 - 1000

1001 - 10000

10001 - 17580

利用可能な賃貸住宅空家数
－住宅喪失世帯数

→応急居住期に大規模な都心部から郊外部への移住？
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まとめ

地震災害時に利用可能な賃貸空家分布の概略をやや簡便に
把握する方法を作成した。

作成した方法で被害想定を行った結果、約7万戸に被害がでる
が，残り約100万の賃貸空家は利用可能と算定された。

残存する空家と住宅喪失世帯の地理的分布を比較すると、都
心部で賃貸住宅が不足し郊外部で賃貸住宅が余剰する傾向が
ある。

住宅喪失世帯の応急住宅選択の非集計行動モデル（都市計画
学会論文07）に基づいて，どのような状況となるのか予測を試
みている（国際都市防災会議07）．
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研究のフロー

 
①応急住宅関連データの整備

およびミクロデータの生成

②応急住宅対策のミクロシミュ
レーションモデルの構築

③応急住宅対策シミュレーション
対策の検討，政策的知見の抽出

応急住宅選択モデルの構築6)

地震後に利用可能な
賃貸空家分布の把握方法5)

佐藤・中林・翠川「地震被害想定を用いた応急住宅対策のミクロシミュレーション 」
（2008）審査中
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地震後に利用可能な
賃貸空家のミクロデータ生成

 

地区・間取りが該当

するネットデータ 

生成するミクロデータ 

該当するネットデータ 

ランダム抽出 

ある地区の 

間取りごとの 

空家数 

ネットデータの一部 

推計した残存空家数 

地区 間取り 空家数 

○     □  12302 

○     □  26958 

・   ・   ・ 

・   ・   ・ 

収集したネットデータ 

地区 間取り 家賃 駅所要時間 

○     □  5 万     10 分 

○     □  9 万     15 分 

 ・   ・   ・       ・ 

・   ・   ・       ・ 

該当する 

ネットデータ数 

該当するネットデータ 

地区・間取りが該当

するネットデータ 該当するネットデータ 
該当する 

ネットデータ数 

・ 
・

・ 
・

・ 
・

http://www.chintai.net/より構築

対象地区：1都3県＋茨城県一部

収集期間：平成18年9月～10月

収集件数：14万4902件

佐藤・翠川（2007）より試算

対象地区：1都3県＋茨城県一部

残存件数：90万7355件
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応急住宅需要世帯数の算出

内閣府では，風速15m/s（冬18時）時に162万の応急住宅需要量（住宅を
失った世帯数）が発生すると試算．

このうち，木造半壊戸数の半分として30.8万戸を応急修理が可能な数と
している．

162万から30.8万を差し引いた131.2万世帯を，応急住宅を探す世帯数と
定義．

内閣府の試算は1都3県で集計したものが公表されているのみで，その
詳細は一般には公開されていない

佐藤・翠川（2007）の方法で算出した市区町村ごとの全壊全焼世帯数を
比例配分することで，約130万を市区町村ごとに分配し，24ゾーンで集計
することでミクロデータ生成の基礎データとした．
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応急住宅需要世帯のミクロデータの生成

 

地区 世帯人数 世帯主年齢 所有形態 年収 仮住まいの当て
○ １ 25歳未満 借家 300万未満 有
○ ３ 35～45歳 持家 700万～ 無
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
○ 5人以上 55～65歳 持家 1000万～ 無
□ １ 35～45歳 持家 500万～ 有
・ ・ ・ ・ ・

市区町村・世帯人数ごとの世帯属性比率
（住宅・土地統計調査）

地区・世帯人数ごとの仮住まいの当ての
有無の比率（アンケート調査）

1人 2人 3人 4人 5人以上

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・

□□市
△△市

○○市 ○ ○ ○ ○ ○

1人 2人 3人 4人 5人以上

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・

□□市
△△市

○○市 ○ ○ ○ ○ ○

市町村・世帯人数ごとの応急住宅需要世帯

応急住宅需要世帯のミクロデータ

集
計
票
を
属
性
比
率
を
用
い
て
展
開
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
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③応急住宅対策シミュレーション
対策の検討，政策的知見の抽出

応急住宅選択モデルの構築6)

地震後に利用可能な
賃貸空家分布の把握方法5)
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応急住宅選択問題

仮住まいの当て
親戚宅
知人宅
社宅等

避難所継続

応急仮設住宅
賃貸住宅

住宅喪失世帯

家賃補助有料化 被災者生活再建支援法

その他
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インターネット調査の実施

立地

居住スペース

金銭条件

※

※ 行政補助額は，他の経費（整地費，修繕費等）として利用可能です．
従って，被災状況に応じて利用可能額が変動する可能性があります．

アンケート回答者
・世帯属性
・賃貸物件への

許容限度意識

賃貸住宅空家
データベース

行政支援決定
CGIプログラム

賃貸物件抽出
CGIプログラム

仮設住宅条件設定
CGIプログラム

WEB調査画面

http://www.chintai.net/より構築

対象地区：1都3県＋茨城県一部

収集期間：平成18年9月～10月

収集件数：14万4902件

2007年1月に，東京湾北部地震M7.3で建物被害が見込まれる
全域を対象として調査を実施．2859票を回収．

（ ）
非集計行動モデルの構築（地区ごとに）

佐藤慶一,中林一樹，翠川三郎：首都圏大震災後の住宅喪失世帯の応急住宅選択モデルの構築, 
都市計画論文集No.42-3, pp.601-606, 2007.11. 
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地区ごとに推定した非集計行動分析モデル

 サンプル数 11204 800 800 800 800 1072 520 816 800 800 800 800 800 800 796
調整済尤度比 0.24 0.25 0.27 0.29 0.26 0.30 0.26 0.27 0.32 0.28 0.31 0.29 0.31 0.25 0.26
AIC 24367 1729 1684 1641 1706 2154 1130 1717 1578 1662 1606 1651 1591 1721 1696
的中率 0.55 0.57 0.60 0.60 0.56 0.59 0.61 0.58 0.44 0.60 0.62 0.44 0.62 0.59 0.61
time -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.03 ※※※ -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.03 ※※※ -0.02 ※※※ -0.01 ※※ -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.02 ※※※ -0.03 ※※※ -0.02 ※※※

floor 0.18 ※※※ 0.17 ・ 0.08 0.36 ※※※ 0.26 ※※ 0.37 ※※※ -0.01 0.44 ※※※ 0.13 0.25 ※※ 0.24 ※ 0.10 0.23 ※※ 0.24 ※※ 0.24 ※

rent -0.12 ※※※ -0.10 ※※※ -0.18 ※※※ -0.13 ※※※ -0.09 ※※※ -0.18 ※※※ -0.11 ※※※ -0.18 ※※※ -0.16 ※※※ -0.06 ※※ -0.16 ※※※ -0.09 ※※※ -0.18 ※※※ -0.17 ※※※ -0.11 ※※※

tokyo1 0.20 ・ 0.99 ※※ 0.53 0.23 -0.20 0.43 -0.09 0.17 0.00 0.29 -0.54 -0.02 -0.40 0.29 -1.50 ※※

tokyo2 -0.01 0.23 0.50 -0.85 ※ -1.14 ※※ 0.47 -0.76 0.26 -1.30 ※ -2.69 ※※ 0.32 -0.59 -0.53 0.17 -1.73 ※※

tokyo3 0.01 0.04 -0.35 0.32 -0.17 0.73 ・ -0.40 1.38 ※※ -0.24 -0.90 -0.78 -0.94 ※ -0.12 -1.27 ・ -1.51 ※※

tokyo4 0.25 ※ 0.38 0.22 0.07 0.28 0.47 -0.16 0.47 -0.26 -0.82 -1.01 -0.73 1.07 0.09 -1.67 ※

tokyo5 -0.33 ※※※ -0.63 -1.21 ※※ -0.76 ※ -0.73 0.94 ※※ 0.20 0.26 -1.04 ・ -0.23 -1.26 ※※ -1.33 ※※ -2.18 ※※※ -1.44 ※※ -2.43 ※※※

tokyo6 -0.33 ※※ -0.43 -1.09 ※ -0.88 ・ -1.66 ※※※ 0.41 0.54 -0.15 -0.30 -2.88 ※※ -0.97 -1.57 ※ -1.21 -0.89 -2.35 ※※

tokyo7 -0.97 ※※※ -0.71 -1.27 ※※ -1.18 ※※ -1.56 ※※※ -0.07 -0.12 -0.55 -1.64 ※※ -0.91 -2.88 ※※ -2.53 ※※ -1.60 ・ -2.01 ・ -3.36 ※※※

kanagawa1 -0.02 0.04 -0.75 -0.49 -0.49 0.56 0.18 0.67 ・ -0.45 0.04 -1.73 ※※※ -1.64 ※※※ -1.24 ※※ -0.82 -0.66
kanagawa2 -0.06 -0.61 -0.35 -0.32 -0.04 0.05 -1.03 -0.05 0.19 0.03 -2.18 ※※※ -1.22 ※ -1.53 ※※ -1.71 ※※ -1.80 ※※

kanagawa3 -0.21 ・ -0.79 -2.11 ※※※ -0.87 -0.86 -0.78 -0.21 -0.56 -0.28 0.34 -1.99 ※※※ -0.74 -1.25 ・ -2.17 ※※ -1.88 ※※※

kanagawa4 -1.10 ※※※ -1.05 -1.68 ※※ -3.51 ※※※ -0.88 -1.73 ※※ -1.05 -1.09 ※※ -0.93 ※※ -0.64 ・ -2.64 ※※※ -1.99 ※※ -1.89 ※※※ -1.95 ※※ -2.89 ※※※

kanagawa5 -0.80 ※※※ -12.4 -1.05 -1.79 ※※ -1.06 0.45 -0.33 -0.44 -0.98 ※※ -0.49 -2.02 ※※※ -1.64 ※※ -1.33 -1.46 ※ -3.60 ※※※

saitama1 -0.15 -0.19 -0.82 -0.26 -1.22 ※ 0.20 0.14 -1.76 ※※ -2.20 ※※※ -1.44 ※※ -0.16 -0.42 -0.95 ・ -0.33 -2.13 ※※※

saitama2 0.05 -0.52 -1.26 ・ -0.72 -2.76 ※※ -0.22 0.93 -1.98 ※※ -16.5 -14.9 -0.37 0.28 -1.53 ※※ -2.09 ※※ -1.06
saitama3 -0.92 ※※※ -11.6 -0.61 -1.16 ※ -1.01 -0.37 -1.48 ・ 0.20 -16.0 -2.79 ※※ -1.30 ※※ -0.81 ※ -0.19 -2.12 ※※ -2.30 ※※

saitama4 -1.21 ※※※ -1.62 ※※ -2.05 ※※※ -1.61 ※※ -2.97 ※※※ -1.33 ※※ -1.79 ※※ -0.78 -3.06 ※※※ -1.86 ※※※ -1.83 ※※※ -1.02 ※※ -2.25 ※※※ -1.05 ・ -2.54 ※※※

saitama5 -1.44 ※※※ 0.62 -1.50 ※※ -2.44 ※※※ -1.84 ※※ -0.89 -1.24 -1.69 ※※ -3.39 ※※※ -1.91 ・ -1.97 ※※※ -1.67 ※※※ -13.5 -0.57 -2.77 ※※※

chiba1 0.16 -0.72 -0.34 -0.63 -1.03 0.30 0.27 -0.52 -1.45 ※ -1.37 -0.90 -0.87 0.02 0.06 -0.72
chiba2 -0.17 -0.85 -0.58 -0.53 -1.48 ※ -0.64 -13.2 -2.43 ※※※ -3.13 ※※※ -13.8 -0.26 -0.66 -0.93 ※※ 0.53 -0.91 ※

chiba3 -0.51 ※※※ -0.54 -1.39 ※※ -2.49 ※※※ -1.58 ※※ -0.23 -2.19 ※※ -1.30 ※※ -1.46 ※※ -1.49 ※※ -1.95 ※※※ -1.98 ※※※ -1.27 ※※※ -0.78 ※ -0.51
chiba4 -0.58 ※※※ -1.14 -0.61 -1.42 -1.55 -0.49 -0.74 -0.30 -16.1 -1.40 -1.73 ※ -15.1 ※※※ -1.07 ※※ -1.20 ※※ -2.17 ※※※

chiba5 -1.10 ※※※ 11.52 -13.5 -1.82 -10.6 1.55 14.57 -12.4 -15.9 -9.00 -13.5 0.00 -2.10 ・ -0.92 -1.97 ※※※

chiba6 -1.60 ※※※ -0.38 -0.97 -1.31 ・ -12.7 -1.58 ※ -1.14 -1.32 -16.4 -2.31 ※※ -2.72 ※※※ -15.5 ※※※ -2.34 ※※※ -1.97 ※※※ -1.85 ※※※

ibaragi1 -1.68 ※※※ -1.79 ・ -0.66 -2.48 ※※ -18.2 -1.14 ・ -22.4 -1.31 -1.67 ※※ -1.95 ※※ -2.54 ※※※ -2.43 ※※※ -2.83 ※※ -0.48 -2.02 ※※

d02 -0.44 ※※ 0.53 -0.95 -0.63 -0.86 0.43 -0.63 0.01 -0.23 -1.19 ※※ -0.89 -0.46 0.47 -0.58 -0.92
d03 -3.16 ※※※ -1.69 -4.74 ※※ -1.37 -0.93 -1.65 -2.91 ※ -0.04 -3.30 ※※※ -1.88 ※※ -3.13 ※※ -1.60 ※ -5.21 ※※※ -2.33 ※※ -3.87 ※※※

d04 -3.59 ※※※ -3.34 ※ -4.16 ※※ -2.53 ※※※ -2.03 ※※※ -0.90 -1.99 -2.18 ※※ -3.57 ※※※ -2.07 ※※ -2.84 ※※ -3.00 ※※※ -4.36 ※※※ -2.46 ※※※ -3.65 ※※※

age 賃貸住宅 -0.09 ※※※ -0.35 ※※ -0.27 -0.07 -0.06 -0.06 0.11 0.05 -0.15 ※ -0.02 -0.25 ※※ -0.12 -0.04 0.02 -0.12
避難所 0.01 -0.01 0.19 0.14 -0.34 ※※ -0.15 0.20 -0.08 -0.04 0.26 ※※ 0.09 -0.04 0.36 ・ 0.15 0.00
その他 -0.18 ※※※ -0.18 -0.29 ・ 0.03 -0.26 ※※ -0.40 ※ -0.04 0.15 -0.45 ※※※ -0.29 ※※※ -0.17 -0.16 -0.11 0.08 -0.05

number 賃貸住宅 -0.11 ※※※ -0.04 -0.17 -0.44 ※※※ -0.06 -0.12 0.11 -0.16 ・ -0.09 0.14 0.00 -0.07 -0.26 ※※ -0.06 -0.02
避難所 0.05 0.20 -0.13 -0.33 ※ 0.16 0.25 -0.05 0.09 -0.14 0.34 ※※ 0.18 0.04 0.43 ※※ 0.09 0.32 ※※

その他 -0.10 ※ 0.30 -0.10 -0.36 ※※※ 0.09 0.02 -0.10 0.14 -0.05 0.05 -0.21 -0.02 -0.29 ・ -0.02 -0.01
own 仮設住宅 0.14 ※※ -0.01 0.29 -1.00 ※※ -0.06 0.11 1.01 ※※ 0.72 ※※ -0.95 ※ 0.65 ※ 0.18 0.31 -0.14 0.29 0.29

賃貸住宅 -0.27 ※※※ 0.06 0.08 -1.03 ※※ -0.65 ・ -0.30 0.06 0.31 -0.96 ※ -0.56 ・ -0.08 -0.15 -0.44 -0.75 ※ -0.40
その他 0.25 ※※ 1.11 ※※ 0.33 -0.77 ※ 0.35 -0.10 0.71 0.44 -0.10 0.38 0.52 1.04 ※※ -0.03 -0.28 0.56 ・

income 仮設住宅 -0.12 ※※※ 0.17 -0.22 ※※ -0.39 ※※ -0.17 -0.24 ※※ -0.06 -0.10 -0.45 ※※※ -0.09 0.03 0.41 ※※※ -0.38 ※※ -0.07 -0.09
賃貸住宅 0.34 ※※※ 0.60 ※※※ 0.25 ※ 0.23 0.42 ※※ 0.50 ※※※ 0.32 ・ 0.45 ※※※ 0.01 0.25 ・ 0.67 ※※※ 0.76 ※※※ -0.17 0.65 ※※※ 0.18
避難所 -0.34 ※※※ 0.09 -0.17 -0.99 ※※※ -0.42 ・ -0.20 -0.03 0.01 -0.36 ・ -0.56 ※※ -0.47 ・ -0.45 ※ -0.87 ※※※ 0.06 -0.50 ・

month 仮設住宅 -0.09 ※※ -0.47 ※※※ -0.16 -0.29 ・ -0.31 ※ -0.05 0.19 -0.22 -0.19 0.06 -0.04 -0.03 0.00 -0.21 -0.14
避難所 -0.21 ※ -1.02 ※※ 0.31 -0.94 ※※ -0.21 0.09 0.75 ・ -0.42 -0.49 -0.22 0.27 -0.01 -0.49 -0.45 -0.05
その他 -0.02 -0.27 0.22 -0.01 -0.38 ※ 0.31 -0.02 -0.08 -0.41 ・ 0.40 ・ 0.14 -0.04 -0.32 0.10 0.15

leads 仮設住宅 0.03 0.12 -0.14 -0.37 ※ 0.07 0.07 0.47 ※ 0.36 ・ 0.23 -0.11 0.37 ※ 0.21 0.00 -0.27 -0.18
避難所 -0.34 ※※ -0.41 -0.15 -1.18 ※※※ -1.04 ※※※ 0.09 -0.12 -1.17 ※※※ 0.09 -1.16 ※※※ -0.54 0.08 -0.95 ※※ -1.11 ※※※ 0.07
その他 1.46 ※※※ 1.86 ※※※ 1.40 ※※※ 1.00 ※※※ 0.69 ※※ 1.62 ※※※ 1.04 ※ 1.12 ※※※ 1.96 ※※※ 1.38 ※※※ 1.30 ※※※ 1.61 ※※※ 2.01 ※※※ 1.02 ※※※ 0.95 ※※

s1 賃貸住宅 1.05 ※※※ 1.20 ※※※ 0.80 ※※※ 1.07 ※※※ 0.78 ※※※ 1.15 ※※※ 0.91 ※※※ 1.16 ※※※ 0.96 ※※※ 1.20 ※※※ 1.83 ※※※ 1.11 ※※※ 1.09 ※※※ 0.77 ※※※ 1.23 ※※※

s2 賃貸住宅 0.01 ※※※ -0.01 0.00 0.01 0.02 ※※※ 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.03 ※※※ 0.01 ※ 0.01 ・ 0.01 0.03 ※※※

s3 賃貸住宅 0.10 ※※※ 0.14 ※ 0.18 ※ 0.09 0.07 0.20 ※※※ 0.15 ・ 0.13 ※ 0.13 ※ 0.15 ※※ 0.09 0.03 0.04 0.20 ※※ 0.00
0.63 ※※※ 0.57 ※※※ 0.45 ※※ 0.92 ※※※ 0.81 ※※※ 0.64 ※※※ 0.82 ※※※ 0.86 ※※※ - 0.99 ※※※ 0.77 ※※※ - 0.81 ※※※ 0.88 ※※※ 0.81 ※※※

政
策

変
数

スケールパラメータ

採択モデル NL2
項目 全体 東京1 東京2 東京3 東京4 東京5 東京6

世
帯
属
性

神奈川1 神奈川2 神奈川3 埼玉1 埼玉2 千葉1 千葉2 千葉3
NL2 NL2 MLNL2 NL1 NL3 NL3

※※※：p<0.01， 　※※：p<0.05，　 ※：p<0.1，　・：p<0.15

NL3 NL3

指
標

適
合
度

選
択
肢
属
性

NL3 NL2 ML NL2NL2
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応急住宅需要世帯（世帯主年齢34歳，世帯

人数3人，借家，世帯年収500万円台，仮住まいの当て有）

仮設住宅（駅までの時間21分、間取り2DK、家賃0円）

賃貸住宅（駅までの時間12分、間取り2DK、家賃12万円）

推定した地区モデルによる選択確率算出例
ケース設定2

避難所残存
その他（親戚宅等）

42.5%

41.6%

5.9%
10.0%

家賃補助8万円/月

21.7%
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応急住宅問題の複雑性

 

避難所

マンション

戸建て

アパート

賃貸住宅市場

被災世帯

被災世帯

被災世帯

被災世帯 ？

？

？

？

仮設住宅（公営住宅含） 親戚宅等

疎開（実家等）

補助金

？

？
行政担当者

避難所

避難所
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フローチャートフローチャート
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研究のフロー

 
①応急住宅関連データの整備

およびミクロデータの生成

②応急住宅対策のミクロシミュ
レーションモデルの構築

③応急住宅対策シミュレーション
対策の検討，政策的知見の抽出

応急住宅選択モデルの構築6)

地震後に利用可能な
賃貸空家分布の把握方法5)
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シミュレーション過程（はじめ100世帯）

0

15

30

45

60

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

検索番号

入
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世
帯
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仮設住宅
賃貸住宅
避難所
その他
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生成されるミクロな結果のデータ

131.2万世帯分の個票形式の結果データ 45

読売新聞夕刊2面（08年08月）

46

東京2地区（荒川区，墨田区，足立区，葛飾区，
江戸川区） の状況想定

 

0 30 6015 km .
仮設

（3万1532）
住宅喪失世帯
（32万3567）

避難所
（6万476）

その他（親戚宅等）
（8万3942）

賃貸
（14万7617）

被害 応急居住状況1        応急居住状況２（住居移動の様子）

9,800

ido_toky

ido_toky

仮設住宅

賃貸住宅

9,800

ido_toky

ido_toky

仮設住宅

賃貸住宅

仮設住宅

賃貸住宅

9800
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シミュレーション結果の安定性

 

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

800000

仮設住宅 賃貸空家 避難所 その他

10回計算結果の箱ひげ図

±約5万 ±約5万
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従前居住地区ごとの避難所残存世帯数

（10回計算の平均値）

0 30 6015 km

避難所残存世帯数
31,000 4

東京2

42590
東京1

61870

埼玉1
30993

千葉1
47203

東京4

7551

東京3

8762

神奈川1

8118

神奈川2

3307

神奈川3

3738

東京5

2732

東京6

1903
千葉3

783

千葉2
2617埼玉2

716
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賃貸空家への入居促進対策

 

852899 151878 185223

825775 150536 213689

823951 160162 205888

745806 184297 259897

728931 188128 272940

680493 223884 285623

0

2
0
00

00

4
0
00

00

6
0
00

00

8
0
00

00

10
0
00

00

12
0
00

00

14
0
00

00

行政支援無し

被災者生活再建支援法
（2004年版）

被災者生活再建支援法
（2007年版）

全空家の借上げ

仮想家賃補助
(一律5万円／月)

仮想家賃補助
(一律10万円／月)

仮設住宅 賃貸住宅 避難所残留 その他

（各10回計算の平均値）

→現在，需要数による状況変化，最適な対策の検討 を行っている．

50

ミクロデータ利用の制約について

研究を通して，ミクロデータ利用の制約がネックであ
った．

住宅・土地統計調査のミクロデータの地域区分
民賃空き家の被害算定で，構造築年の傾向確認に用いたに留ま
った．

シミュレーションのための被災世帯のミクロデータの生成時にも，
非掲載表を用いざるを得なかった．都県よりもいま少し細かい単
位で利用できないか？

地震被害想定のデータ
集計結果のみで，個別の算定結果は公表されない．

種々の逆計算を行ったが，個別算定結果が利用できれば，社会
科学的なソフトな災害対策の研究も進むのではないか？

→制約が緩和されれば，シミュレーションの精度は大幅に向上するものと思われる．
51

報告内容

災害住宅対策研究について

政府統計ミクロデータの利用について

52

政府統計ミクロデータの利用について

政策分析におけるミクロデータの意義

利用者側から見た問題点

利用者側からの提供の在り方への希望

53

政策分析におけるミクロデータの意義

計算環境の飛躍的向上にともない，政策科
学分野でも大規模な数値シミュレーションの
活用可能性の模索が始まっている．

実用的な政策シミュレーションの実現には，
良質なミクロデータの利用が不可欠．

政府統計ミクロデータの試行的提供は，大規
模な数値シミュレーションを利用した政策研
究の基盤として極めて大きな意義を持つ．
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利用者側から見た問題点

説明会への出席

説明会の参加が必要となると，東京圏外の人は
利用しにくい．

秘匿処理

住宅・土地統計調査では，地域区分が都県単位
で，都県よりもミクロな単位で分析できない．

55

利用者側からの提供の在り方への希望

複数の秘匿処理のあり方

分析目的によっては，地区区分を細かくしてほし
い代わりに，他の変数の秘匿は問題ない場合も
ある．

秘匿した変数の異なるミクロデータが複数あり，
その中で利用したいデータを選択できるという方
法は検討できないか？

国勢調査の提供を切望する．

社会シミュレーションの絶対的基盤となる．
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